
JAPAN COAST GUARD

令和元年度
全国メディカルコントロール協議会連絡会（第2回）

令和2年1月31日（金）
海上保安庁メディカルコントロール

協議会事務局
（海上保安庁 警備救難部 救難課）

海上保安庁におけるメディカル
コントロール体制の現状



海上保安庁の任務

生命を救う（海難救助等）

領海・EEZを守る（領海警備）

海をつなぐ（関係国との連携等）

青い海を守る（海洋環境保全対策）

治安の確保（密漁・密航対策等）

海上交通の安全を守る（海難防止等）

海を知る（海洋調査等）

災害に備える（事故・自然災害対策）
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船艇総数 465隻

巡視船・艇 376隻

特殊警備救難艇 67隻

測量船 13隻

灯台見回り船 6隻

教育業務用船 3隻

航空機総数 80機

飛行機 31機

ヘリコプター 49機

海上保安庁の勢力及び管区本部

第一管区

第二管区

第三管区

第四管区

第五管区

第六管区

第七管区

第八管区

第九管区

第十管区

第十一管区

職員数 約14,000名

平成31年４月１日現在
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潜水作業 ヘリ降下･吊上げ救助 救急救命 火災・危険物・NBC※１

※２ 機動救難士は、潜水
現場到達から救助完了まで
の迅速性を求めているた
め、深い水深の潜水を想定
していない。

※１ NBC
Nuclear（核）
Biological（生物）
Chemical（化学）

救助･救急の専門要員

救急･救助の
専門要員
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特殊救難隊

【全国１基地】

救急救命士・
救急員を配置潜水60m 「リペリング降下」

が可能
（ロープを使って自力降下）

高度な知識・技術を必要とする特殊海難

機動救難士
【全国９基地】

救急救命士・
救急員を配置

「リペリング降下」
が可能

（ロープを使って自力降下）

※２

ヘリコプターと連携した吊上げ救助等迅速な人命救助

潜水士
【全国２２隻】 潜水40m

「ホイスト降下」
が可能

（ウインチを使って降下）

潜水技術を必要とする海難
における人命・財産の救助等

潜水８m



平成17年6月「海上保安庁メディカルコントロール協議会」 設置
※ 救急医療に精通した全国の医師及び法律の専門家の方々

平成4年4月 海上保安庁救急救命士の養成開始

平成3年4月 救急救命士法施行

平成15年3月 救急救命士法施行規則 一部改正

平成6年4月 海上保安庁救急救命士の配置
（羽田特殊救難基地）
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平成31年4月 海上保安庁救急員配置
※消防救急隊員と同じ範囲で応急処置を実施する要員

海上保安庁メディカルコントロール協議会の設置等



救急救命士 ： 37名
救 急 員 ： 67名

合計 ： 104名

所 属 救命士 救急員

函館航空基地 ４ ５

仙台航空基地 ４ ５

特殊救難基地 ８ 1８

関西航空基地 ２ 5

福岡航空基地 ４ ５

美保航空基地 ３ ６

新潟航空基地 3 ５

鹿児島航空基地 ４ ４

那覇航空基地 ３ ７

石垣航空基地 ２ ７

合 計 ３7 67

美保航空基地

新潟航空基地

函館航空基地

仙台航空基地

羽田特殊救難基地

関西空港海上保安航空基地

鹿児島航空基地

福岡航空基地

那覇航空基地

石垣航空基地
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救急救命士及び救急員の配置状況



海上保安庁と指示医療機関の間で業務協定を締結
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県立南部医療センター・こども医療センター

済生会福岡総合病院

島根県立中央病院

新潟市民病院

市立函館病院

日本医科大学多摩永山病院

大阪府泉州救命救急センター

鹿児島市立病院

仙台医療センター

名古屋掖済会病院

市立釧路総合病院

救急救命処置にかかる指示医療機関



対応症例と特定行為症例
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急患輸送 洋上救急 陸陸間搬送 その他

※ 陸陸間搬送：自治体等からの要請
により、医師等が同
乗し、離島から搬送
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組織別対応状況と特定行為症例

128
154

129

5
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平成28年度 平成29年度 平成30年度

特定行為症例

函館 仙台

羽田特救

関空 福岡

美保

新潟 鹿児島 那覇
石垣

組織別（全症例）

164

140133



国籍別（全症例）
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 外国籍傷病者の対応が約４割を占める。

国籍別対応状況

国籍別（除く陸陸間搬送）

 外国籍傷病者の対応が約５割を占める。

日本
50名

50%

フィリピン
16名

16%
インドネシア

4名

4%

その他
29名

30%

日本

90名

64%

フィリピン

16名

11%

インドネシア

5名

4%

その他

29名

21%
140名 9９名



４1名

99名
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傷病別対応状況

傷病別（全症例） 傷病別（除く陸陸間搬送）

心疾患等

25名

18%

脳疾患

16名

11%

外傷

16名

12%溺水

16名

12%

その他

67名

47%
140名

 心疾患症例への対応が多い

傷病別（陸陸間搬送）

心疾患等

14名

34%

脳疾患

5名

12%

外傷

7名

17%

溺水

2名

5%

その他

13名

32%

心疾患等

11名

11% 脳疾患

11名

11%

外傷

9名

9%

溺水

14名

15%

その他

54名

54%



中等症
16名

39%

重症
20名

49%

重篤
5名

12%

99名

４1名

重症度別（陸陸間搬送）
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 中等症以上の傷病者が９割を占める。

重症度別対応状況

重症度別（除く陸陸間搬送）重症度別（全症例）

中等症
60名

43%

重症
38名

27%

重篤
12名

9%

死亡
18名

13%

軽症
12名

8%

140名

中等症
44名

45%

重症
18名

19%

重篤
7名

7%

死亡
18名

18%

軽症
12名

11%



31-60分

6名

15%

61-90分

13名

32%

91-120分

7名

17%

12１分以上

15名

36%

傷病者接触時間別（除陸陸間搬送）

日本人約
６割
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 120分を超える症例が４割を占める。

傷病者接触時間の状況（情報入手→傷病者接触）

傷病者接触時間別（全症例） 傷病者接触時間別（除く除陸陸間搬送）

0-30分

1名

1%

31-60分

18名

13%

61-90分

32名

23%

91-120分

27名

19%

12１分以上

62名

44%

0-30分

1名

1% 31-60分

12名

12%

61-90分

19名

19%

91-120分

20名

21%

12１分以上

47名

47%

140名

99名

41名



0-30分

6名
15%

31-60分

29名
71%

61-90分

1名
2%

121分以上

5名
12%

傷病者搬送時間別（陸陸間搬送）

日本人約
６割
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 120分を超える症例が１割を占める。

傷病者搬送時間の状況（傷病者接触→引継ぎ）

傷病者搬送時間別（全症例） 傷病者搬送時間別（除く陸陸間搬送）

0-30分

23名

16%

31-60分

70名

50%

61-90分

28名

20%

91-120分

5名

4%
121分以上

14名

10%

0-30分

17名

17%

31-60分

41名
41%

61-90分

27名

28%

91-120分

5名

5%

121分以上

9名

9%

140名

99名

41名

 昨年度において、最長の搬送時間は、犬吠崎沖
約650㎞付近海域からの搬送症例であり、搬送
時間が約26時間であった。



洋上における傷病者の搬送例

【燃料補給作業支援】

負傷者吊上げ後ヘリは離島へ

離島で負傷者を回転翼機から固定翼機へ

巡視船から離船 負傷者救助に向かう

航空基
地

回転翼機による救助

巡視船を経由してヘリコプターによる搬送

巡視船、飛行機、ヘリコプターによる搬送

負傷者吊上げ

負傷者引継ぎ

着
船

離
船

航空基地又は医療機関

傷病者引継ぎ

負傷者吊上げ

進出

傷病者搬送

傷病者搬送

進出

進出

傷病者搬送
傷病者搬送

進出

進出

傷病者搬送

離島空港離 ・ 傷病者搬送

進出 ・ 離島空港着
陸

傷病者搬送

着
船離

船

進出

傷病者引継ぎ

航空基地又は医療機関
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ヘリコプター又は巡視船単独による搬送



長野県 千曲川吊上げ救助位置図

①

ＭＨ９１６（乗組員５名、新潟航空基地機動救難士２名）

救助実績
１３日

① １０４０ 長野県長野市千曲川 孤立者 ２名（男１、女１）
② １０５４ 〃 孤立者 ２名（男１、女１）
③ １２５０ 〃 孤立者 ２名（男１、女１）
④ １３１５ 〃 孤立者 ２名（男１、女１）
⑤ １３１９ 〃 孤立者 １名（男１、女０）
⑥ １３４５ 〃 孤立者 ２名（男１、女１）
⑦ １６００ 〃 孤立者 ２名（男１、女１）
⑧ １６３５ 〃 孤立者 ３名（男１、女２）

※ ヘリからのホイスト降下及び吊上げ 合計１６名（男８、女８）

②

③

④ ⑤

⑥
⑦

⑧

搬送先：東和田運動公園

千
曲
川

台風19号に伴う災害対応①
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台風19号に伴う災害対応② 宮城県 丸森町吊上げ救助位置図

①

② ③

④

⑤

⑥
搬送先：角田運動公園

搬送先：ざおうB&G海洋ｾﾝﾀｰ
搬送先：宮城県南中核病院

阿武隈川

救助実績
MH965
１３日 ① ０８２８ 宮城県丸森町 孤立者 ４名（男１、女３）

② １０２１ 〃 急病人 １名（男１、女０）
③ １３０６ 〃 孤立者 ２名（男０、女２）

１５日 ④ １５２８ 〃 孤立者 ４名（男１、女３）
MH920
１３日 ⑤ １２００ 宮城県丸森町 孤立者 １名（男０、女１）

⑥ １４４６ 〃 孤立者 ２名（男１、女１）
※ ヘリからのホイスト降下及び吊上げ 合計１４名（男４、女１０）
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ＭＨ９６５･ＭＨ９２０（乗組員５名、機動救難士２名）
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